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雪入山友の会

雪｠入山友の会は、平成12年に発足し、現在、会員は13人です。自然講座の支援や自然
観察ガイド、野草園の管理、渓流の清掃と遊び場
ガイドなど会員それそれの趣味や特性を生かしなが
ら楽しく活動しています。また、新治小学校での学
校森林間伐体験指導や環境科学センターでの竹と
んぼづくりなども行っています。さらに、恋瀬川探
検隊連絡協議会の構成団体として、企画・運営な
どに積極的に参加しています。

雪｠入ふれあいの里公園、三ツ石森林公園の両公園や豊かな美しい雪入山の自然が皆さん
により親しまれる場となるようこれからも努力して
いきたいと思います。

　　　会長　久保田美稲 ☎0299-59-3669　
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５
日
か
ら
７
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３
日

間
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い
館
で
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涯
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ィ
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ル
＆
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協
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祭
が
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催
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し
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体
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画
・
運

営
し
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術
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の
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で

市
民
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主
役
と
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り
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成

果
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す
る
絶
好
の
場
で
す
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会
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さ
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ど
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披
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し
た
。

「
生
涯
に
わ
た
り
学
び
・
学
習
の
活
動
」を

続
け
る
こ
と
は
、
生
き
が
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づ
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の
一

つ
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皆
さ
ん
も
こ
の
秋
、
何
か
を
始
め
ま

し
ょ
う
。

The 8th Lifelong learning festival & Cultural association festival in ajisai-hall

◉第8回生涯学習フェスティバル＆文化協会祭
　◉主催／生涯学習フェスティバル実行委員会・文化協会

まちを彩る
文化の祭典

ライフステージに応じた生涯学習の推進と日ごろ
の文化活動の発表の場として、第 8回生涯学習
フェスティバル＆文化協会祭が開催されました。
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　　　会長　久保田美稲 ☎0299-59-3669
市民学芸員

雑記帳

閑居山の松茸

江｠戸時代の安永七年（1778年）、志筑を治めていた領主本堂家の「会所日記」に閑居
山で松茸や初茸、栗が採れた記録があります。
大雨による恋瀬川の氾濫や助六一揆があった年
です。『江戸へ継飛脚ニて状箱并左の通差遣候閑
居山ニて取り候　松茸十三本并初茸百五拾本二
品にて一籠にいたし差上申候　外に横手殿より
願上候　栗弐百差上申候』と記されています。当
時の閑居山は松茸が採れる赤松でおおわれてい
ました。しかし、本数が極端に少ないことから、
松茸は貴重品だったようです。

古｠くから千代田地区は山栗の自生地でした。栗の畑栽培は明治31年、下志筑の長谷
川茂造さんが始めたといれています。今は閑居山
の上部は榊の林です。赤松は１本もありません。
稜線を歩いていて、店売りの神棚用榊を採ってい
る人に出会ったことがあります。昔松茸今榊です
がその他にも閑居山には魅力がたっぷりです。山
の魅力を堪能しに歩いてみませんか。

鈴木　敏信（下稲吉）
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